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留学手続きについて（短期留学） 

早稲田大学 理工学術院 

１．短期留学とは 

「留学」や「休学」といった学籍異動を伴わずに、海外の高等教育機関等が行う教育プログラムに 1 学期相当に満

たない期間で留学することを指します。 

 

２．留学プログラムの決定 

参加するプログラムやその詳細な情報および手続方法等については、個々の学生自身でインターネット等を活用し

て調べることが求められます。  

【サマーセッション プログラム例】 
 USA) University of California, Los Angeles, Summer Sessions (http://summer.ucla.edu/) 
 USA) University of Washington, Summer Quarter (http://www.summer.washington.edu/) 
 USA) University of California, Berkeley, Berkeley Summer Session (http://summer.berkeley.edu/) 
 USA) University of California, Santa Barbra, Summer Sessions (http://www.summer.ucsb.edu/) 

UK) University College London, UCL Summer School (https://www.ucl.ac.uk/prospective-students/summer-school/ucl-summer-school) 

 

帰国後の単位認定の申請が可能なプログラムとは、以下の 2 点を満たしていることが条件となります。 

①海外の高等教育機関等が行う教育プログラムであること。 

②留学先で公式の在籍証明書や成績証明書が発行可能なプログラムであること。 

 

３．学籍、学費、単位認定、在学年数の算入 

短期留学時の学籍・学費の扱い等については、以下の通りとなります。 

学籍 在学 

学費 早稲田大学へは学費所定額を納入し（短期留学に伴う学費の減免はありません）、 

留学先大学へはプログラムフィーを支払う 

単位認定 後述の所定の手続きに基づき、大学が適当と認めた場合に認定 

※単位認定に伴う単位認定料は不要 

※学部は 60 単位を超えない範囲、大学院は 10 単位を超えない範囲での認定が可能 

※2021 年度以降大学院入学者については、15 単位を超えない範囲での認定が可能。 

※単位認定の方法は以下の 2 種類があります。 

振替認定⇒留学先での履修科目が理工設置科目の内容とほぼ一致すると認められた科目に認定 

科目認定⇒留学先での履修科目が理工設置科目には該当しないが、卒業単位として認定できる

と認められた科目を認定 

在学年数の 

算入 

自動算入 

※単位認定については出発前に保証できるものではありません。あくまで帰国後にクラス担任や学科・専攻主任との面談などを

経て承認されるものですので注意してください。単位認定には、一定の手続期間がかかります。 

※留学センターの春季/夏季短期留学プログラムは、留学センター設置科目（他学術院聴講）として科目登録ができます。なお、

成績は、Pass/Fail 表記となります。手続き方法等の詳細は留学センターweb サイト

（https://www.waseda.jp/inst/cie/from-waseda/abroad/short）をご覧ください。 

 

４．履修保留/継続履修制度（ご参考） 

本学には、海外大学のサマースクール等に参加する方を対象とした履修保留/継続履修制度があります。この制度は、

登録決定となった春学期・秋学期および通年科目について、海外大学のサマースクール等に参加するために授業期間

の途中で履修を保留し、翌学期または翌年度に開講される同一科目を継続して履修することができる制度です。履修

保留、継続履修には、留学前にクラス担任、科目担当教員への申し出、留学後に継続履修申請が必要です。履修保留/
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継続履修制度の詳細は、（https://www.waseda.jp/fsci/students/registration/）をご確認ください。 

 

５．各種手続き方法 

留学手続き・単位認定手続き・履修保留/継続履修手続き 

留学前 ①クラス担任との面談（留学手続き、単位認定手続き、履修保留/継続履修手続き） 

単位認定を希望する学生は、留学前に留学先での履修計画等をクラス担任に提示して、面談を行い、留

学先で履修予定の科目の単位を本学の単位としての認定できるかを確認してください。その際、「留学

願（短期留学）」「受入先機関の受入許可書等」を持参し、所見を得てください。 

なお、面談で示される単位認定は認定を保証するものではなく、帰国後に授業内容のわかる資料等を確

認したうえで、総合的に判断されますので、ご留意ください。 

 

また、履修保留/継続履修制度の利用を希望する学生は、クラス担任との面談にて、「履修保留申請フ

ォーム」をもとに、対象科目、留学前後の学習計画について承認を得てください。 

※他学術院設置科目の履修保留を希望する場合は、事前に事務所にご相談ください。 

 

②科目担当教員との面談（履修保留/継続履修手続き） 

履修保留/継続履修制度の利用を希望する学生は、クラス担任・指導教員の承認を得た「履修保留申請

フォーム」をもとに、対象科目の担当教員より承認を得てください。 

 

③教学支援課へ各種書類を提出（留学手続き、履修保留/継続履修手続き） 

以下の留学関係書類を、出発日の 1 ヶ月前までに理工センター教学支援課までご提出ください。 

【留学関係書類】 

・留学願（短期留学） 

・受入先機関の受入許可証明書（入学許可証等、コピー可） 

・海外旅行保険申込書（指定海外旅行保険・早稲田大学サポートデスク加入） 

※早稲田大学サポートデスクは、医療、盗難被害、健康相談等に関するサポートが受けられる 24 時間

365 日電話対応のサービスです。指定海外旅行保険の申込を行うことで同時加入となります。 

 

また、履修保留/継続履修制度の利用を希望する学生は、承認を得た「履修保留申請フォーム」を提出

期日までに理工センター教学支援課へご提出ください。 

【提出期限】  

春学期科目：4 月末まで    

秋学期科目：10 月末まで 

 

留学中 ①留学先での必要書類の取得（単位認定手続き） 

帰国後の単位認定の申請に必要な以下の書類を留学先にて取得してください。 

【必要書類】 

・公式の在籍証明書  

・公式の成績証明書 

・授業内容の詳細が分かる資料（講義要綱、テキスト、ノート、プリント等） 
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留学後 ①単位認定申請書の提出（単位認定手続き） 

クラス担任と単位申請に必要な以下の資料を用いて、単位認定の申請内容の確認を行ってください。 

留学前に履修予定ではなかった科目の単位を修得した等、留学前にクラス担任に確認していなかった単

位認定に関する事項は、このタイミングでクラス担任に確認してください。 

【必要書類】 

・公式の在籍証明書   

・公式の成績証明書 

・授業内容の詳細が分かる資料（講義要項、テキスト、ノート、プリント等） 

・留学単位認定申請書（https://waseda.box.com/v/taninintei からダウンロード） 

クラス担任から、単位認定申請書を受け取ったら、教学支援課へ提出してください。 

②継続履修申請（履修保留/継続履修手続き） 

履修保留/継続履修制度の利用を希望する学生は、期日までに継続履修申請を MyWaseda 申請フォームよ

り行う。 

【申請期限】  

春学期科目：3/1～3 営業日     

秋学期科目：9/1～3 営業日 

具体的な日付は、グローバルエデュケーションセンターHP の全学生向け案内を確認ください。 

（https://www.waseda.jp/inst/gec/undergraduate/registration/） 

 

理工センター教学支援課 

TEL:03-5286-3002 FAX:03-5286-3500 

Email: wsci-office@list.waseda.jp 

 


